
職業相談の勘とコツの「見える化」 
ワークショップ

 

職業相談の勘やコツ
みたいなものを教え
てほしいな･･･ 

後輩に職業相談の勘やコツ
を伝えたいんだけど、どう
すればいいんだろう？ 

これから、参加者
同士で、職業相談
の 勘 と コ ツ を 
「見える化」し、
その勘とコツを分
かち合うグループ
ワークを体験しま
しょう。 

職業相談に勘やコ
ツってあるのか
な？ 
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１．はじめに
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１．はじめに 

（１）目的 

 「職業相談の勘とコツの『見える
化』ワークショップ」（以下「勘コツ
ワークショップ」と言います。）の目
的は、目に見えない職業相談の勘コツ
を「見える化」し、職員同士で、その
勘コツを分かち合い、職場の相談力を
向上させることにあります。 
 そのため、認知的タスク分析を取り
入れたグループワークを実施します。 
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１．はじめに 

①職業相談の勘コツを＜ことば＞で表現する。 
 
②相談での求職者とのやりとりにおいて、どのタイ 
 ミングで、どのような勘コツを働かせていたかを 
 図に整理した「勘コツマップ」を作成し、参加者 
 同士で勘コツを分かち合う体験をする。 
 
③勘コツマップで整理した相談事例と同様な相談場 
 面に直面したら、「今なら、どのような対応をし 
 たいか」を検討し、自分自身の勘コツを鍛える。 

参加者は、グループワークを通じて・・・ 
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１．はじめに 

（２）スケジュール 

１．はじめに                

２．勘コツの「見える化」      

３．認知的タスク分析の応用   

４．グループワーク           

５．勘コツの分かち合い      

６．実践を考える        
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２．勘コツの「見える化」
 

逢 



２．勘コツの「見える化」 

（１）勘コツの「見える化」とは？ 

①職員が、求職者の発言に対する、 
 自分自身の応答を意識できるようになること。 
 
②職員が、自分自身の応答の背景にある 
 勘コツを意識できるようになること。 
 
③他の職員に、自分自身の勘コツを 
 意識できるように働きかけられること。 

葵 



（１）勘コツの「見える化」とは？ 

２．勘コツの「見える化」 

①職員が、求職者の発言に対する、 
 自分自身の応答を意識できるようになること。 
 
②職員が、自分自身の応答の背景にある 
 勘コツを意識できるようになること。 
 
③他の職員に、自分自身の勘コツを 
 意識できるように働きかけられること。 
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がんばったら、ついてい
けますか？ 

 （求職者） 

○求職者は、医療事務の職業訓練のコースの受講を   
 希望しています。 
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がんばったら、ついてい
けますか？ 

 （求職者） 

ついていけるかどうか、
不安なんですね。 

（職員） 

すっごく勉強できないん
です。漢字とかも自信な
いし・・・。 

○求職者は、医療事務の職業訓練のコースの受講を   
 希望しています。 
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（１）勘コツの「見える化」とは？ 

２．勘コツの「見える化」 

①職員が、求職者の発言に対する、 
 自分自身の応答を意識できるようになること。 
 
②職員が、自分自身の応答の背景にある 
 勘コツを意識できるようになること。 
 
③他の職員に、自分自身の勘コツを 
 意識できるように働きかけられること。 
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がんばったら、ついてい
けますか？ 

 （求職者） 

ついていけるかどうか、
不安なんですね。 

（職員） 

すっごく勉強できないん
です。漢字とかも自信な
いし・・・。 

○求職者は、医療事務の職業訓練のコースの受講を   
 希望しています。 
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（＜こころ＞のなかのつぶやき）
思いつめた表情をされている。ま
ずは、不安な気持を受け止めよう。 
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がんばったら、ついてい
けますか？ 

 （求職者） 

ついていけるかどうか、
不安なんですね。 

（職員） 

すっごく勉強できないん
です。漢字とかも自信な
いし・・・。 

14 

（＜こころ＞のなかのつぶやき）
思い詰めた表情をされている。ま
ずは、不安な気持を受け止めよう。 

勘 

コツ 

旭 



葦 

がんばったら、ついてい
けますか？ 

 （求職者） 
（＜こころ＞のなかのつぶやき） 
求職者の表情から、「さぁ、やろ
う！」という気持ちが感じられる。
求職者の気持ちを後押ししよう。 

○求職者は、医療事務の職業訓練のコースの受講を 
 希望しています。 



芦 

がんばったら、ついてい
けますか？ 

 （求職者） 

がんばってみませんか！ 

 （職員） 

がんばります！ 

（＜こころ＞のなかのつぶやき） 
求職者の表情から、「さぁ、やろ
う！」という気持ちが感じられる。
求職者の気持ちを後押ししよう。 

○求職者は、医療事務の職業訓練のコースの受講を 
 希望しています。 



（１）勘コツの「見える化」とは？ 

２．勘コツの「見える化」 

①職員が、求職者の発言に対する、 
 自分自身の応答を意識できるようになること。 
 
②職員が、自分自身の応答の背景にある 
 勘コツを意識できるようになること。 
 
③他の職員に、自分自身の勘コツを 
 意識できるように働きかけられること。 
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梓 

がんばったら、ついてい
けますか？ 

 （求職者） 

○求職者は、医療事務の職業訓練のコースの受講を希
望しています。 

（＜こころ＞のなかのつぶやき） 
職業訓練の受講に前のめりになり、
よく理解せずにコースを選んでいる
かもしれない。 



圧 

がんばったら、ついてい
けますか？ 

 （求職者） 

コースの内容を見て、 
一緒に考えましょう。 

（職員） 

○求職者は、医療事務の職業訓練のコースの受講を希
望しています。 

そうですね。まずはコー
スの内容をよく検討しな
いといけないですね。 

（＜こころ＞のなかのつぶやき） 
職業訓練の受講に前のめりになり、
よく理解せずにコースを選んでいる
かもしれない。 



（２）職場の相談力の向上 
  

①勘コツを意識できるようになる。 
 
②職場に戻ってから、 
 意識的に勘コツを活用できるようになる。 
 
③勘コツを＜ことば＞にできるようになり、 
 職場で分かち合えるようになる。 

２．勘コツの「見える化」 
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勘コツを意識化 

意識的に 
勘コツを活用 

勘コツを 
分かち合う 

扱 



勘コツを意識化 

意識的に 
勘コツを活用 

勘コツを 
分かち合う 

宛 



勘コツを意識化 

意識的に 
勘コツを活用 

勘コツを 
分かち合う 

姐 



勘コツを意識化 

意識的に 
勘コツを活用 

勘コツを 
分かち合う 

虻 



ハッとする 

グッとくる ホッとする 

飴 



ハッとする 

グッとくる ホッとする 

絢 



ハッとする 

グッとくる ホッとする 

綾 



ハッとする 

グッとくる ホッとする 

鮎 



３．認知的タスク分析の応用 

或 



３．認知的タスク分析の応用 

（１）認知的タスク分析とは？ 

  ①認知的タスク分析は、専門性の高い、実際の仕事で 
 働かせている＜こころ＞の働きや、その仕組みを分 
 析する手法です。 
 
②認知的タスク分析は、仕事がうまく成し遂げられた 
 際の＜こころ＞の働きを分析します。 
 
③認知的タスク分析の専門家は、そういった＜ここ  
 ろ＞の働きを研究する仕事に従事しています。 
粟 



（２）ニコラ・テスラの明細書 

３．認知的タスク分析の応用 

出所）Crandall, Klein and Hoffman (2006:p.1)をもとに作成。 
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出所）Crandall, Klein and Hoffman (2006:p.1)をもとに作成。 安 



出所）Crandall, Klein and Hoffman (2006:p.1)をもとに作成。 庵 



出所）Crandall, Klein and Hoffman (2006:p.1)をもとに作成。 按 



明細書 
 

ヘンリ・フォード様 
 
・“×”と書いた代金   
          １ドル 
 
・どこに“X”と書いたらいい 
 のか知っていること         
        9,999ドル 
 
 

                 ニコラ・テスラ 
 
 
 
                                     
             

出所）Crandall, Klein and Hoffman (2006:p.1)をもとに作成。 暗 



がんばったら、ついてい
けますか？ 

 （求職者） 

ついていけるかどうか 
不安なんですね。 

（職員） 

すっごく勉強できないん
です。漢字とかも自信な
いし・・・。 

36 

（＜こころ＞のなかのつぶやき）
思いつめた表情をされている。ま
ずは、不安な気持を受け止めよう。 

○求職者は、医療事務の職業訓練のコースの受講を 
 希望しています。 

案 



（３）認知的タスク分析の構成要素 

認知的タスク分析 

①知識の引き出し 

②データの分析 

③知識の表現 

３．認知的タスク分析の応用 

出所）Crandall, Klein and Hoffman (2006:p.８)をもとに作成。 闇 



４．グループワーク 
 

鞍 



４．グループワーク 

（１）グループワークの進め方 

グループワークでは、グループで、職業相談で職員
が働かせている勘コツを図にまとめる勘コツマップ
を作成します。その際、勘コツインタビューを活用
します。勘コツインタビューとは、調査者が、調査
協力者に、実際の職業相談で働かせている勘コツを
意識してもらい、＜ことば＞にしてもらう面接法で
す。この面接法は、４つのセクションに分かれ、８
つのステップからなる構造化された面接法です。勘
コツワークショップでは、この面接法のノウハウを、
グループワークへと応用します。 

杏 



セクション１ 
相談でのやりとり 

（事実） 

セクション グループワークの内容 
時間/ 

付箋(色) 

グループ全員で、「窓口で、大変だったけれども、手応えを感じる
ことができた相談の経験」を思い出し、その経験を話し合います。
そのなかから、特に勘コツを明らかにしたい相談の経験を１つ選び
ます。その相談を話した参加者が話し手となり、求職者との間で、
実際にあった「相談でのやりとり」（事実）を話してもらいます。 

85 
分 
 
 

以 



セクション２ 
その時の気持ち 

（主観） 

セクション１ 
相談でのやりとり 

（事実） 

セクション グループワークの内容 
時間/ 

付箋(色) 

グループ全員で、「窓口で、大変だったけれども、手応えを感じる
ことができた相談の経験」を思い出し、その経験を話し合います。
そのなかから、特に勘コツを明らかにしたい相談の経験を１つ選び
ます。その相談を話した参加者が話し手となり、求職者との間で、
実際にあった「相談でのやりとり」（事実）を話してもらいます。 

職業相談には、起承転結のように、相談の局面が変わったり、展開
する場面があります。これを“相談の節目”と言います。話し手に
協力してもらって、“相談の節目”を見つけ、３～７つぐらいに区
分をします。その区分ごとに、話し手に、「その時の気持ち」（主
観）を話してもらいます。 

85 
分 
 
 

45 
分 
 
 

伊 



セクション２ 
その時の気持ち 

（主観） 

セクション１ 
相談でのやりとり 

（事実） 

セクション３ 
重要な 

判断・選択 

セクション グループワークの内容 
時間/ 

付箋(色) 

グループ全員で、「窓口で、大変だったけれども、手応えを感じる
ことができた相談の経験」を思い出し、その経験を話し合います。
そのなかから、特に勘コツを明らかにしたい相談の経験を１つ選び
ます。その相談を話した参加者が話し手となり、求職者との間で、
実際にあった「相談でのやりとり」（事実）を話してもらいます。 

職業相談には、起承転結のように、相談の局面が変わったり、展開
する場面があります。これを“相談の節目”と言います。話し手に
協力してもらって、“相談の節目”を見つけ、３～７つぐらいに区
分をします。その区分ごとに、話し手に、「その時の気持ち」（主
観）を話してもらいます。 

話し手に協力してもらって、「相談でのやりとり」のうち、求職者
の言動や状況の変化から、“相談の効果”が、どこにあったのかを
見つけます。そして、「その時の気持ち」のうち、その“相談の効
果”に影響を及ぼしたと思われる“重要な判断・選択”を１～３つ
ぐらい見つけます。話し手に、“重要な判断・選択”ごとに、その
「きっかけとなった情報」を、思いつく限り話してもらいます。 

85 
分 
 
 

45 
分 
 
 

40 
分 
 
 

位 



セクション２ 
その時の気持ち 

（主観） 

セクション１ 
相談でのやりとり 

（事実） 

セクション３ 
重要な 

判断・選択 

セクション４ 
「いま、ここ」での 

判断・選択 

セクション グループワークの内容 
時間/ 

付箋(色) 

グループ全員で、「窓口で、大変だったけれども、手応えを感じる
ことができた相談の経験」を思い出し、その経験を話し合います。
そのなかから、特に勘コツを明らかにしたい相談の経験を１つ選び
ます。その相談を話した参加者が話し手となり、求職者との間で、
実際にあった「相談でのやりとり」（事実）を話してもらいます。 

職業相談には、起承転結のように、相談の局面が変わったり、展開
する場面があります。これを“相談の節目”と言います。話し手に
協力してもらって、“相談の節目”を見つけ、３～７つぐらいに区
分をします。その区分ごとに、話し手に、「その時の気持ち」（主
観）を話してもらいます。 

話し手に協力してもらって、「相談でのやりとり」のうち、求職者
の言動や状況の変化から、“相談の効果”が、どこにあったのかを
見つけます。そして、「その時の気持ち」のうち、その“相談の効
果”に影響を及ぼしたと思われる“重要な判断・選択”を１～３つ
ぐらい見つけます。話し手に、“重要な判断・選択”ごとに、その
「きっかけとなった情報」を、思いつく限り話してもらいます。 

＜こころ＞の働きを鍛えるには、「いま、ここ（here and 
now）」の感覚で、実際に＜こころ＞を働かせることが大切です。
グループ全員で、自分自身が、話し手の経験した相談事例と、同様
の相談場面に直面したら、「今だったら、どのような対応をしたい
か」を話し合い、「『いま、ここ』での判断・選択」をします。 

85 
分 
 
 

45 
分 
 
 

40 
分 
 
 

25 
分 
 
 依 



相談の経験 

偉 



相談の経験 相談の経験 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

囲 



相談の経験 相談の経験 相談の経験 

セクション２ 

その時の気持ち 
（主観） 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

夷 



相談の経験 相談の経験 相談の経験 相談の経験 

セクション２ 

その時の気持ち 
（主観） 

セクション３ 

重要な 
判断･選択 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

委 



相談の経験 相談の経験 相談の経験 相談の経験 

セクション２ 

その時の気持ち 
（主観） 

セクション３ 

重要な 
判断･選択 

セクション４ 

「いま、ここ」での 
判断・選択 

相談の経験 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

威 



相談の経験 相談の経験 相談の経験 相談の経験 

セクション２ 

その時の気持ち 
（主観） 

セクション３ 

重要な 
判断･選択 

セクション４ 

「いま、ここ」での 
判断・選択 

相談の経験 相談の勘コツ 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

尉 



セクション２ 
その時の気持ち 

（主観） 

セクション１ 
相談でのやりとり 

（事実） 

セクション３ 
重要な 

判断・選択 

セクション４ 
「いま、ここ」での 

判断・選択 

セクション グループワークの内容 
時間/ 

付箋(色) 

グループ全員で、「窓口で、大変だったけれども、手応えを感じる
ことができた相談の経験」を思い出し、その経験を話し合います。
そのなかから、特に勘コツを明らかにしたい相談の経験を１つ選び
ます。その相談を話した参加者が話し手となり、求職者との間で、
実際にあった「相談でのやりとり」（事実）を話してもらいます。 

職業相談には、起承転結のように、相談の局面が変わったり、展開
する場面があります。これを“相談の節目”と言います。話し手に
協力してもらって、“相談の節目”を見つけ、３～７つぐらいに区
分をします。その区分ごとに、話し手に、「その時の気持ち」（主
観）を話してもらいます。 

話し手に協力してもらって、「相談でのやりとり」のうち、求職者
の言動や状況の変化から、“相談の効果”が、どこにあったのかを
見つけます。そして、「その時の気持ち」のうち、その“相談の効
果”に影響を及ぼしたと思われる“重要な判断・選択”を１～３つ
ぐらい見つけます。話し手に、“重要な判断・選択”ごとに、その
「きっかけとなった情報」を、思いつく限り話してもらいます。 

＜こころ＞の働きを鍛えるには、「いま、ここ（here and 
now）」の感覚で、実際に＜こころ＞を働かせることが大切です。
グループ全員で、自分自身が、話し手の経験した相談事例と、同様
の相談場面に直面したら、「今だったら、どのような対応をしたい
か」を話し合い、「『いま、ここ』での判断・選択」をします。 

85 
分 
 
 

45 
分 
 
 

40 
分 
 
 

25 
分 
 
 

黄 

青 

赤 

緑 
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○経験がなくても
応募できるだろう。 
 

○表情が明るく、
声がハキハキし
ていた。 
 
 

○秘書とコンシェ
ルジェとでは仕
事の内容が似て
いる。 

○求人のイメー
ジと合った。 

○求人事業所の
担当者に問い合
わせよう。 

○女性の求職者
の方が求人票を
持って来た。それ
を出して、「応募
したいんです
が・・・」。 

○前職はスチュ
ワーデス。 
○年齢は20代半
ば。 

○秘書の求人。
条件は経験者。 
 

○彼女は秘書の
経験なし。 
○秘書の経験が
足りないので、応
募できないと話
す。 
 

○ＣＬ：「今、住ん
でいるところから
移動したくない」。 

○ＣＬ：「転職で、
前職と同じホテ
ルのコンシェル
ジェの仕事をや
ることは難しい」。 

○ＣＣ：求職者に、
応募の動機を尋
ねる。 

○ＣＬ：「将来的
に長く働ける職
場で働きたい」。 

○求職者の第一
印象がよかった。 

○求職者に、「将来
的に長く働ける職
場」のイメージを話
してもらう。→秘書

の仕事を希望する
理由が、もっと明ら
かになるかもしれ
ない。 

○相談でのやりとり  
 （事実） 

○その時の気持ち  
 （主観） 

○（重要な判断・  
 選択の）きっか 
 けとなった情報 

○「いま、ここ」 
 での判断・選択 

図の見方 

○相談の節目 

ＣＬ：女性の求職
者の方が求人票
を持って来た。そ
れを出して、「応
募したいんです
が・・・」。 

ＣＬ：職員に求職
申込書を渡す。
前職は、「大手ホ
テルのコンシェル
ジェ」、年齢は
「20代後半」と記
入。 

ＣＬ：職員に求人
票を見せる。職
種が「秘書」、応
募の条件が「経
験者」と記載。 
 

ＣＬ：「秘書の経
験がないので、
応募できない」。 
 

○ＣＬ：「秘書の
仕事に興味があ
る」。 

○担当者が、「書
類を送ってくださ
い」と話す。 

○担当者の質問
に、今、この場で
答えることができ
ない。 

○求職者のプラ
イバシーに関わ
る話は、了承を
得てから求人事
業所の担当者に
話すというルー
ル。 

○その場で求職
者に尋ねて、マ
イナスになる話
が出てくるかもし
れない。 

○ＣＣ：求人事業
所の担当者に問
い合わせる。 

○ＣＣ：担当者に
彼女を売り込む。
「華やかな雰囲
気」、「職場が明
るくなる」。 

○ＣＣ：担当者に
お願いする。「だ
めもとでいいから、
応募だけでもし
たい」、「書類を
見てもらうだけで
もいい」。 

○ＣＣ：「本人か
ら、そのことは聞
いていない」と答
える。 

○担当者が、な
ぜコンシェルジェ
の仕事を３年で
辞めたのか、聞
いてくる。 

○求職者のやる
気が伝わってき
た。 

○相談の効果 

○重要な判断・ 
 選択  

○職員が、「秘書
以外で、興味があ
る職種はあります
か？」と尋ねる。→
他の職種への応募
の可能性が広がる
かもしれない。 

○求職者に、前
職の経験を話し
てもらう。→秘書

の求人への応募
に自信が持てる
かもしれない。 

○付箋紙に書かれた  
 内容の間の関係 

ＣＣ 

ＣＬ 

○職員の言動 

○求職者の言動 

○ＣＬ：「人と接す
る仕事が好き」。 

○ＣＬ：「単純作
業をやりたくな
い」。 

出所）この事例は、様々な実際の相談事例を組み合わせて作成された仮想の事例である。 意 



セクション２ 
その時の気持ち 

（主観） 

セクション１ 
相談でのやりとり 

（事実） 

セクション３ 
重要な 

判断・選択 

セクション４ 
「いま、ここ」での 

判断・選択 

セクション ステップ 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

ステップ３：相談の節目を見つける 
ステップ４：区分ごとに､その時の気持ちを   
      話してもらう 

ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった 
      情報を話してもらう 

ステップ８：今だったら、 
      どのような対応をしたいか、 
      話してもらう 

勘コツマップの   
作成状況 

慰 



   

グループワーク 

（２）グループワーク 

グループワークの５つのルール 

①守秘義務を守りましょう 

②ステップに沿って 

 グループワークを進めましょう 

③よく聞きましょう(あいづちを打つ､うなずく) 

④よく話しましょう(思ったことは口にする) 

⑤同意しなくてもいいから理解し合いましょう 
易 



セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

   
ステップ１では、参加者全員で、「窓口で、大変
だったけれども、手応えを感じることができた相談
の経験」を思い出し、その経験を話し合います。そ
のなかから、特に勘コツを明らかにしたい相談の経
験を１つ選びます。ステップ２では、その相談を話
した参加者が話し手となり、求職者との間で、実際
にあった「相談でのやりとり」を話してもらいます。 

椅 



□「あなたが、窓口で、大変だったけれども、手応え
を感じることができた相談の経験」を思い出して、
グループで話し合いましょう。 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

為 



例１ 

   中高年の女性の方で、事務職の仕事を希望してい
たが、適当な求人がなかった。他の職種にも目を向
けてもらうように働きかけたところ、「他の職種も
見てみたい」と話し、事務職以外の仕事にも関心を
持ってくれるようになった。 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

畏 



例１ 

   中高年の女性の方で、事務職の仕事を希望してい
たが、適当な求人がなかった。他の職種にも目を向
けてもらうように働きかけたところ、 「他の職種
も見てみたい」と話し、事務職以外の仕事にも関心
を持ってくれるようになった。 

赤色の箇所が、職員が手応えを感じた
ところになります。 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

異 



例２ 

   若年の男性の方で、公共の職業訓練を受けたいと
希望するが、受講の動機があいまいだった。職業訓
練を受けることも大切だが、まずは、どのようなと
ころに就職したいのか、考えてもらうようにした。 
その次の相談では、公共の職業訓練を希望しつつも、
自分で探した求人も持って来るようになった。 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

移 



例２ 

   若年の男性の方で、公共の職業訓練を受けたいと
希望するが、受講の動機があいまいだった。職業訓
練を受けることも大切だが、まずは、どのようなと
ころに就職したいのか、考えてもらうようにした。 
その次の相談では、公共の職業訓練を希望しつつも、
自分で探した求人も持って来るようになった。 

赤色の箇所が、職員が手応えを感じた
ところになります。 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

維 



セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

例３ 

  中高年の男性の方で、生活保護から脱却するた
め、フルタイムの仕事を希望した。求人情報端末を
使いながら、一緒に求人を探した。希望する求人が
見つかったら、ご自身の健康状態を考えてもらいな
がら、求人に掲載されている仕事の内容ができるか
検討してもらった。そのうち、パートタイムの求人
も探すなど、幅広く求人を検討するようになった。 

緯 



例３ 

  中高年の男性の方で、生活保護から脱却するた
め、フルタイムの仕事を希望した。求人情報端末を
使いながら、一緒に求人を探した。希望する求人が
見つかったら、ご自身の健康状態を考えてもらいな
がら、求人に掲載されている仕事の内容ができるか
検討してもらった。そのうち、パートタイムの求人
も探すなど、幅広く求人を検討するようになった。 

赤色の箇所が、職員が手応えを感じた
ところになります。 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

胃 



・一般的な相談の話ではなく、ご自身が実際に 
 体験した相談を思い出しましょう。 
・１回の相談でも複数回にわたる相談であって 
 もかまいません。 

  
 
 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

萎 



・一般的な相談の話ではなく、ご自身が実際に 
 体験した相談を話すようにしましょう。 
・１回の相談でも複数回にわたる相談であって 
 もかまいません。 
 
 

□「あなたが、窓口で、大変だったけれども、手応え
を感じることができた相談の経験」を思い出して、
グループで話し合いましょう。 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

衣 



□グループで話し合って、できる限り全員で、関心の
高い相談を１つ選びましょう。 

□その相談の経験を話した人が「話し手」となります。
その「話し手」から、話を聞き出す役割の「聞き
手」を１人と、その話を記録する「記録係」を１人
決めてください。 

□「話し手」、「聞き手」、「記録係」以外の人は、
適宜、「聞き手」と「記録係」をサポートをして、
質問したり、記録したりする「サポーター」になり
ます。 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

謂 



□グループで話し合って、できる限り全員で、関心の
高い相談を１つ選びましょう。 

□その相談の経験を話した人が「話し手」となります。
その「話し手」から、話を聞き出す役割の「聞き
手」を１人と、その話を記録する「記録係」を１人
決めてください。 

□「話し手」、「聞き手」、「記録係」以外の人は、
適宜、「聞き手」と「記録係」をサポートをして、
質問したり、記録したりする「サポーター」になり
ます。 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

違 



□聞き手は、話し手から、その相談で、求職者との間で、
実際にあった「相談でのやりとり」を聞いてください。
事実を中心に、始めから終わりまで順を追って、話を
聞いてください。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするため、
話し手に質問してもＯＫです。 

□記録係は、「相談でのやりとり」を、簡単なメモ程度
でいいですから、黒色のサインペンを使い、黄色の付
箋紙に記録してください。その際、できる限り、話し
手の＜ことば＞を使うようにしてください。 

□サポーターは、聞き手と記録係をサポートしてくださ
い。 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

遺 



• その男性は就職が難しそうだった。 

       （話し手の思いや考えが入っている） 

• その男性は何回も面接試験に落ちた。 
                    （事実） 

• その男性は「就職が難しい」と言った。 
                    （事実） 
 

事実とは何か？ 

印象や評価には、話し手の思いや考えが入っている
ので、事実として考えません。実際に起こった出来
事や言動を事実として扱います。 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

医 



 質問例 
・それから、どうなりました？ 
 ⇒そこで、あなたはどのように対応したのですか？ 
 
・その時、相手は何と言ったのですか？ 
 ⇒それに対して、あなたはどう応答したのですか？ 
 
・（一般的な話になったら）この相談では、  
 どのような対応をしたのですか？ 
 
・（思いや考えの話になったら）その時のあなたの  
 思いや考えについては、後で詳しく聞かせていた 
 だきますので、まずは事実を教えてください。 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

井 



 ＮＧ質問 
・なぜ、そうしたのですか／そうしなかったの  
 ですか？ 
・普通は、○○するのではないですか？ 
 
 

このステップでは、理由を聞いたり、
助言をすることをしません。 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

亥 



○ＣＣ：求職者に、
応募の動機を尋
ねる。 

○相談でのやりとり  
 （事実） 

○その時の気持ち  
 （主観） 

○（重要な判断・  
 選択の）きっか 
 けとなった情報 

○「いま、ここ」 
 での判断・選択 

図の見方 

○相談の節目 

ＣＬ：女性の求職
者の方が求人票
を持って来た。そ
れを出して、「応
募したいんです
が・・・」。 

ＣＬ：職員に求職
申込書を渡す。
前職は、「大手ホ
テルのコンシェル
ジェ」、年齢は
「20代後半」と記
入。 

ＣＬ：職員に求人
票を見せる。職
種が「秘書」、応
募の条件が「経
験者」と記載。 
 

ＣＬ：「秘書の経
験がないので、
応募できない」。 
 

○ＣＬ：「秘書の
仕事に興味があ
る」。 

○ＣＣ：求人事業
所の担当者に問
い合わせる。 

○ＣＣ：担当者に
お願いする。「だ
めもとでいいから、
応募だけでもし
たい」、「書類を
見てもらうだけで
もいい」。 

○相談の効果 

○重要な判断・ 
 選択  

○付箋紙に書かれた  
 内容の間の関係 

ＣＣ 

ＣＬ 

○職員の言動 

○求職者の言動 

○ＣＬ：「人と接す
る仕事が好き」。 

○ＣＬ：「単純作
業をやりたくな
い」。 

出所）この事例は、様々な実際の相談事例を組み合わせて作成された仮想の事例である。 

○ＣＬ：「今、住ん
でいるところから
移動したくない」。 

○ＣＬ：「転職で、
前職と同じホテ
ルのコンシェル
ジェの仕事をや
ることは難しい」。 

○ＣＬ：「将来的
に長く働ける職
場で働きたい」。 

○ＣＣ：担当者に
彼女を売り込む。
「華やかな雰囲
気」、「職場が明
るくなる」。 

○担当者が、な
ぜコンシェルジェ
の仕事を３年で
辞めたのか、聞
いてくる。 

○ＣＣ：「本人か
ら、そのことは聞
いていない」と答
える。 

○担当者が、「書
類を送ってくださ
い」と話す。 

域 

ステップ２ 
 相談でのやりとりを 
 話してもらう 



付箋紙への記録の仕方 

（話し手） 
 「秘書の経験がないので応募できないと話すが、
経験がなくても応募できると思った。まずは応募
の動機を聞くことにした」。 

育 



付箋紙への記録の仕方 

○秘書の経験がない
ので応募できないと
話すが、経験がなく
ても応募できると
思った。まずは応募
の動機を聞くことに
した。 

１枚の付箋紙に、 
まとめて書かないようにします。 

郁 



付箋紙への記録の仕方 

○秘書の経験がない
ので応募できないと
話す。 ○応募の動機を聞く。 

小分けにして書きます。 
磯 



付箋紙への記録の仕方 

○秘書の経験がない
ので応募できないと
話す。 ○応募の動機を聞く。 

○経験がなくても応
募できると思った。 

その時の思いや考えは青色の付箋紙に記録します。 

一 



付箋紙への記録の仕方 

○経験がなくても応
募できると思った。 

○求職者が「秘書の
経験がないので応募
できない」と話す。 ○職員が求職者に応

募の動機を聞く。 

記録しているうちに、誰の誰に対する言動かわからな
くなることがあるので、誰の誰に対する言動かを区別
できるように記入しておきます。 

壱 



付箋紙への記録の仕方 

○経験がなくても応
募できると思った。 

○ＣＬ：「秘書の経
験がないので応募で
きない」と話す。 ○ＣＣ：ＣＬに応募

の動機を聞く。 

職員を「CC（Career Consultant）」、求職者を
「CL（Client）」と記号化するなど工夫をするとよ
いでしょう。 

溢 



ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

□聞き手は、話し手から、その相談で、求職者との間で、
実際にあった「相談でのやりとり」を聞いてください。
事実を中心に、始めから終わりまで順を追って、話を
聞いてください。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするため、
話し手に質問してもＯＫです。 

□記録係は、「相談でのやりとり」を、簡単なメモ程度
でいいですから、黒色のサインペンを使い、黄色の付
箋紙に記録してください。その際、できる限り、話し
手の＜ことば＞を使うようにしてください。 

□サポーターは、聞き手と記録係をサポートしてくださ
い。 

逸 



□記録係は、話し手の確認を取りながら、模造紙の上
の方に、黄色の付箋紙を並べてください。 

□並べる順序は、「相談でのやりとり」で、出来事が
起こった順に、まず、①のように上から下へと並べ
ます。ついで、②のように、「相談でのやりとり」
の流れが変わったところで、左から右へと列を変え
ます。 

ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

稲 



茨 

○女性の求職者
の方が求人票を
持って来た。それ
を出して、「応募
したいんです
が・・・」。 

○前職はスチュ
ワーデス。 
○年齢は20代半
ば。 

○秘書の求人。
条件は経験者。 
 

○彼女は秘書の
経験なし。 
○秘書の経験が
足りないので、応
募できないと話
す。 
 

○ＣＬ：「今、住ん
でいるところから
移動したくない」。 

○ＣＬ：「転職で、
前職と同じホテ
ルのコンシェル
ジェの仕事をや
ることは難しい」。 

○ＣＣ：求職者に、
応募の動機を尋
ねる。 

○ＣＬ：「将来的
に長く働ける職
場で働きたい」。 

○相談でのやりとり  
 （事実） 

○その時の気持ち  
 （主観） 

○（重要な判断・  
 選択の）きっか 
 けとなった情報 

○「いま、ここ」 
 での判断・選択 

図の見方 

○相談の節目 

ＣＬ：女性の求職
者の方が求人票
を持って来た。そ
れを出して、「応
募したいんです
が・・・」。 

ＣＬ：職員に求職
申込書を渡す。
前職は、「大手ホ
テルのコンシェル
ジェ」、年齢は
「20代後半」と記
入。 

ＣＬ：職員に求人
票を見せる。職
種が「秘書」、応
募の条件が「経
験者」と記載。 
 

ＣＬ：「秘書の経
験がないので、
応募できない」。 
 

○ＣＬ：「秘書の
仕事に興味があ
る」。 

○担当者が、「書
類を送ってくださ
い」と話す。 

○ＣＣ：求人事業
所の担当者に問
い合わせる。 

○ＣＣ：担当者に
彼女を売り込む。
「華やかな雰囲
気」、「職場が明
るくなる」。 

○ＣＣ：担当者に
お願いする。「だ
めもとでいいから、
応募だけでもし
たい」、「書類を
見てもらうだけで
もいい」。 

○ＣＣ：「本人か
ら、そのことは聞
いていない」と答
える。 

○担当者が、な
ぜコンシェルジェ
の仕事を３年で
辞めたのか、聞
いてくる。 

○相談の効果 

○重要な判断・ 
 選択  

○付箋紙に書かれた  
 内容の間の関係 

ＣＣ 

ＣＬ 

○職員の言動 

○求職者の言動 

○ＣＬ：「人と接す
る仕事が好き」。 

○ＣＬ：「単純作
業をやりたくな
い」。 

出所）この事例は、様々な実際の相談事例を組み合わせて作成された仮想の事例である。 

①
出
来
事
の
順
序 

②出来事の順序 

ステップ２ 
 相談でのやりとりを 
 話してもらう 



ステップ１：相談の経験を思い出してもらう 
ステップ２：相談でのやりとりを話してもらう 

セクション１ 

相談でのやりとり 
（事実） 

□記録係は、話し手の確認を取りながら、模造紙の上
の方に、黄色の付箋紙を並べてください。 

□並べる順序は、「相談でのやりとり」で、出来事が
起こった順に、まず、①のように上から下へと並べ
ます。ついで、②のように、「相談でのやりとり」
の流れが変わったところで、左から右へと列を変え
ます。 

芋 



ステップ３：相談の節目を見つける 
ステップ４：区分ごとに､その時の気持ちを話してもらう 

セクション２ 

その時の気持ち
（主観） 

   職業相談には、起承転結のように、相談の局面が変
わったり、展開する場面があります。これを“相談
の節目”と言います。ステップ３では、話し手に協
力してもらって、“相談の節目”を見つけ、３～７
つぐらいに、「相談でのやりとり」を区分します。
ステップ４では、その区分ごとに、話し手に、「そ
の時の気持ち」を話してもらいます。 

鰯 



ステップ３：相談の節目を見つける 
ステップ４：区分ごとに､その時の気持ちを話してもらう 

セクション２ 

その時の気持ち
（主観） 

□記録係が黄色の付箋紙を並べ終えたら、聞き手は、
話し手と協力して“相談の節目”を見つけましょう。 

□“相談の節目”とは、起承転結のように相談の局面
が変化したり、展開する場面です。 

□“相談の節目”が見つかったら、記録係は、赤色の
サインペンを使い、書き込みます。 

□３～７つぐらいに「相談でのやりとり」を区分する
と、後のワークが、比較的やりやすくなります。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするた
め、話し手に質問してもＯＫです。 

允 



印 

○女性の求職者
の方が求人票を
持って来た。それ
を出して、「応募
したいんです
が・・・」。 

○前職はスチュ
ワーデス。 
○年齢は20代半
ば。 

○秘書の求人。
条件は経験者。 
 

○彼女は秘書の
経験なし。 
○秘書の経験が
足りないので、応
募できないと話
す。 
 

○ＣＬ：「今、住ん
でいるところから
移動したくない」。 

○ＣＬ：「転職で、
前職と同じホテ
ルのコンシェル
ジェの仕事をや
ることは難しい」。 

○ＣＣ：求職者に、
応募の動機を尋
ねる。 

○ＣＬ：「将来的
に長く働ける職
場で働きたい」。 

○相談でのやりとり  
 （事実） 

○その時の気持ち  
 （主観） 

○（重要な判断・  
 選択の）きっか 
 けとなった情報 

○「いま、ここ」 
 での判断・選択 

図の見方 

○相談の節目 

ＣＬ：女性の求職
者の方が求人票
を持って来た。そ
れを出して、「応
募したいんです
が・・・」。 

ＣＬ：職員に求職
申込書を渡す。
前職は、「大手ホ
テルのコンシェル
ジェ」、年齢は
「20代後半」と記
入。 

ＣＬ：職員に求人
票を見せる。職
種が「秘書」、応
募の条件が「経
験者」と記載。 
 

ＣＬ：「秘書の経
験がないので、
応募できない」。 
 

○ＣＬ：「秘書の
仕事に興味があ
る」。 

○担当者が、「書
類を送ってくださ
い」と話す。 

○ＣＣ：求人事業
所の担当者に問
い合わせる。 

○ＣＣ：担当者に
彼女を売り込む。
「華やかな雰囲
気」、「職場が明
るくなる」。 

○ＣＣ：担当者に
お願いする。「だ
めもとでいいから、
応募だけでもし
たい」、「書類を
見てもらうだけで
もいい」。 

○ＣＣ：「本人か
ら、そのことは聞
いていない」と答
える。 

○担当者が、な
ぜコンシェルジェ
の仕事を３年で
辞めたのか、聞
いてくる。 

○相談の効果 

○重要な判断・ 
 選択  

○付箋紙に書かれた  
 内容の間の関係 

ＣＣ 

ＣＬ 

○職員の言動 

○求職者の言動 

○ＣＬ：「人と接す
る仕事が好き」。 

○ＣＬ：「単純作
業をやりたくな
い」。 

出所）この事例は、様々な実際の相談事例を組み合わせて作成された仮想の事例である。 

ステップ３ 
 相談の節目を 
 見つける 



ステップ３：相談の節目を見つける 
ステップ４：区分ごとに､その時の気持ちを話してもらう 

セクション２ 

その時の気持ち
（主観） 

□記録係が黄色の付箋紙を並べ終えたら、聞き手は、
話し手と協力して“相談の節目”を見つけましょう。 

□“相談の節目”とは、起承転結のように相談の局面
が変化したり、展開する場面です。 

□“相談の節目”が見つかったら、記録係は、赤色の
サインペンを使い、書き込みます。 

□３～７つぐらいに「相談でのやりとり」を区分する
と、後のワークが、比較的やりやすくなります。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするた
め、話し手に質問してもＯＫです。 

咽 



□聞き手は、話し手から、「相談でのやりとり」の区分ご
とに、「その時の気持ち」を聞いてください。気持ちで
すから、話し手の主観を中心に話を聞いてください。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするため、
話し手に質問をしてもOKです。 

□記録係は、「その時の気持ち」を、簡単なメモ程度でい
いですから、黒色のサインペンを使い、青色の付箋紙に
記録してください。その際、できる限り、話し手の 

 ＜ことば＞を使うようにしてください。 

□勘コツマップに、「その時の気持ち」が起こった、「相
談でのやりとり」の記録の下に、その付箋紙を並べます。 

ステップ３：相談の節目を見つける 
ステップ４：区分ごとに､その時の気持ちを話してもらう 

セクション２ 

その時の気持ち
（主観） 

員 



 質問例  
・そこで、あなたは、どのような気持ちでしたか？ 
 
・そこで、あなたは何を感じていましたか？ 
 
・そこで、あなたは何を思っていましたか？ 
 
・そこで、あなたは何を考えていましたか？ 

ステップ３：相談の節目を見つける 
ステップ４：区分ごとに､その時の気持ちを話してもらう 

セクション２ 

その時の気持ち
（主観） 

因 



 ＮＧ質問 
・なぜ、そう思ったのですか？ 
・その考え方は間違っていませんか？ 
 

今回のワークでは、判断や選択の問題点、
改善点の検討はしません。 

ステップ３：相談の節目を見つける 
ステップ４：区分ごとに､その時の気持ちを話してもらう 

セクション２ 

その時の気持ち
（主観） 

姻 



○経験がなくても応
募できる。 

○担当者の質問に、
今、この場で答える
ことができない。 

○求人事業所の担当
者に問い合わせる。 

付箋紙への記録の例 

引 



飲 

○女性の求職者
の方が求人票を
持って来た。それ
を出して、「応募
したいんです
が・・・」。 

○前職はスチュ
ワーデス。 
○年齢は20代半
ば。 

○秘書の求人。
条件は経験者。 
 

○彼女は秘書の
経験なし。 
○秘書の経験が
足りないので、応
募できないと話
す。 
 

○ＣＬ：「今、住ん
でいるところから
移動したくない」。 

○ＣＬ：「転職で、
前職と同じホテ
ルのコンシェル
ジェの仕事をや
ることは難しい」。 

○ＣＣ：求職者に、
応募の動機を尋
ねる。 

○ＣＬ：「将来的
に長く働ける職
場で働きたい」。 

○相談でのやりとり  
 （事実） 

○その時の気持ち  
 （主観） 

○（重要な判断・  
 選択の）きっか 
 けとなった情報 

○「いま、ここ」 
 での判断・選択 

図の見方 

○相談の節目 

ＣＬ：女性の求職
者の方が求人票
を持って来た。そ
れを出して、「応
募したいんです
が・・・」。 

ＣＬ：職員に求職
申込書を渡す。
前職は、「大手ホ
テルのコンシェル
ジェ」、年齢は
「20代後半」と記
入。 

ＣＬ：職員に求人
票を見せる。職
種が「秘書」、応
募の条件が「経
験者」と記載。 
 

ＣＬ：「秘書の経
験がないので、
応募できない」。 
 

○ＣＬ：「秘書の
仕事に興味があ
る」。 

○担当者が、「書
類を送ってくださ
い」と話す。 

○ＣＣ：求人事業
所の担当者に問
い合わせる。 

○ＣＣ：担当者に
彼女を売り込む。
「華やかな雰囲
気」、「職場が明
るくなる」。 

○ＣＣ：担当者に
お願いする。「だ
めもとでいいから、
応募だけでもし
たい」、「書類を
見てもらうだけで
もいい」。 

○ＣＣ：「本人か
ら、そのことは聞
いていない」と答
える。 

○担当者が、な
ぜコンシェルジェ
の仕事を３年で
辞めたのか、聞
いてくる。 

○相談の効果 

○重要な判断・ 
 選択  

○付箋紙に書かれた  
 内容の間の関係 

ＣＣ 

ＣＬ 

○職員の言動 

○求職者の言動 

○ＣＬ：「人と接す
る仕事が好き」。 

○ＣＬ：「単純作
業をやりたくな
い」。 

出所）この事例は、様々な実際の相談事例を組み合わせて作成された仮想の事例である。 

○経験がなくても
応募できるだろう。 
 

○求人事業所の
担当者に問い合
わせよう。 

○担当者の質問
に、今、この場で
答えることができ
ない。 

ステップ４ 
 区分ごとに、 
 その時の気持ちを 
 話してもらう 



ステップ３：相談の節目を見つける 
ステップ４：区分ごとに､その時の気持ちを話してもらう 

セクション２ 

その時の気持ち
（主観） 

□聞き手は、話し手から、「相談でのやりとり」の区分ご
とに、「その時の気持ち」を聞いてください。気持ちで
すから、話し手の主観を中心に話を聞いてください。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするため、
話し手に質問をしてもOKです。 

□記録係は、「その時の気持ち」を、簡単なメモ程度でい
いですから、黒色のサインペンを使い、青色の付箋紙に
記録してください。その際、できる限り、話し手の 

 ＜ことば＞を使うようにしてください。 

□勘コツマップに、「その時の気持ち」が起こった、「相
談でのやりとり」の記録の下に、その付箋紙を並べます。 

淫 



セクション３ 

重要な 
判断・選択 

ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

   ステップ５では、聞き手は、話し手に協力しても
らって、「相談でのやりとり」のうち、求職者の言
動や状況の変化から、“相談の効果”が、どこに
あったのかを見つけます。ステップ６では、「その
時の気持ち」のうち、その“相談の効果”に影響を
及ぼしたと思われる“重要な判断・選択”を１～３
つぐらい見つけます。ステップ７では、話し手に、 
“重要な判断・選択”ごとに、その「きっかけと
なった情報」を、思いつく限り話してもらいます。 

胤 



セクション３ 

重要な 
判断・選択 

□聞き手は、話し手と協力して、求職者の言動や状況
の変化から、“相談の効果”が、どこにあったのか
を見つけます。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするた
め、話し手に質問をしてもOKです。 

□記録係は、“相談の効果”が見つかったら、「相談
でのやりとり」の記録のうち、赤色のサインペンを
使い、該当する箇所に二重丸を書き込みます。 

ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

蔭 



• 「他の職種も見てみたい」と話し、事務職以外の仕
事にも関心を持ってくれるようになった。 

• その次の相談では、公共の職業訓練を希望しつつも、
自分で探した求人も持って来るようになった。                  

• 担当者が、「書類を送ってください」と話した。 
                     
 

“相談の効果”の例 

“相談の効果”は、①求職者の言動の変化、もしくは
②求職者の置かれている状況の変化に現れます。どち
らも、実際に起こった出来事（事実）なので、「相談
でのやりとり」を中心に探します。 

セクション３ 

重要な 
判断・選択 

ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

院 



 質問例  
・この相談で、あなたが手応えを感じたところは、  
 どこですか？ 
 
・相談の前後で、求職者の～（行動、発言等）に、 
 何か変化が見られましたか？ 
 ⇒それはどこですか？ 
 
・この相談が終わってから、求職者の置かれている 
 ～（状況、環境等）に何か変化は見られましたか？ 
 ⇒それは、どんな変化ですか？ 

セクション３ 

重要な 
判断・選択 

ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

陰 



隠 

○女性の求職者
の方が求人票を
持って来た。それ
を出して、「応募
したいんです
が・・・」。 

○前職はスチュ
ワーデス。 
○年齢は20代半
ば。 

○秘書の求人。
条件は経験者。 
 

○彼女は秘書の
経験なし。 
○秘書の経験が
足りないので、応
募できないと話
す。 
 

○ＣＬ：「今、住ん
でいるところから
移動したくない」。 

○ＣＬ：「転職で、
前職と同じホテ
ルのコンシェル
ジェの仕事をや
ることは難しい」。 

○ＣＣ：求職者に、
応募の動機を尋
ねる。 

○ＣＬ：「将来的
に長く働ける職
場で働きたい」。 

○相談でのやりとり  
 （事実） 

○その時の気持ち  
 （主観） 

○（重要な判断・  
 選択の）きっか 
 けとなった情報 

○「いま、ここ」 
 での判断・選択 

図の見方 

○相談の節目 

ＣＬ：女性の求職
者の方が求人票
を持って来た。そ
れを出して、「応
募したいんです
が・・・」。 

ＣＬ：職員に求職
申込書を渡す。
前職は、「大手ホ
テルのコンシェル
ジェ」、年齢は
「20代後半」と記
入。 

ＣＬ：職員に求人
票を見せる。職
種が「秘書」、応
募の条件が「経
験者」と記載。 
 

ＣＬ：「秘書の経
験がないので、
応募できない」。 
 

○ＣＬ：「秘書の
仕事に興味があ
る」。 

○担当者が、「書
類を送ってくださ
い」と話す。 

○ＣＣ：求人事業
所の担当者に問
い合わせる。 

○ＣＣ：担当者に
彼女を売り込む。
「華やかな雰囲
気」、「職場が明
るくなる」。 

○ＣＣ：担当者に
お願いする。「だ
めもとでいいから、
応募だけでもし
たい」、「書類を
見てもらうだけで
もいい」。 

○ＣＣ：「本人か
ら、そのことは聞
いていない」と答
える。 

○担当者が、な
ぜコンシェルジェ
の仕事を３年で
辞めたのか、聞
いてくる。 

○相談の効果 

○重要な判断・ 
 選択  

○付箋紙に書かれた  
 内容の間の関係 

ＣＣ 

ＣＬ 

○職員の言動 

○求職者の言動 

○ＣＬ：「人と接す
る仕事が好き」。 

○ＣＬ：「単純作
業をやりたくな
い」。 

出所）この事例は、様々な実際の相談事例を組み合わせて作成された仮想の事例である。 

○経験がなくても
応募できるだろう。 
 

○求人事業所の
担当者に問い合
わせよう。 

○担当者の質問
に、今、この場で
答えることができ
ない。 

ステップ５ 
 相談の効果を     
 見つける 



ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

セクション３ 

重要な 
判断・選択 

□聞き手は、話し手と協力して、求職者の言動や状況
の変化から、“相談の効果”が、どこにあったのか
を見つけます。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするた
め、話し手に質問をしてもOKです。 

□記録係は、“相談の効果”が見つかったら、「相談
でのやりとり」の記録のうち、赤色のサインペンを
使い、該当する箇所に二重丸を書き込みます。 

韻 



セクション３ 

重要な 
判断・選択 

□聞き手は、話し手と協力して、「その時の気持ち」
のうち、“相談の効果”に影響を及ぼしたと思われ
る“重要な判断・選択”を、１～３つぐらい見つけ
ます。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするた
め、話し手に質問をしてもOKです。 

□記録係は、該当する“重要な判断・選択”に、赤色
のサインペンを使い、丸を書き込みます。 

ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

吋 



 質問例 
・求職者の～（発言、行動、状況の変化等） 
 に強く影響を及ぼしたと思う、 
 あなたの判断や選択は、どれですか？ 
 
・ここで、あなたは～と感じたのですね。 
 ⇒それは、“相談の効果”につながる 
  重要な～（判断、選択等）だと思うのですが、 
  いかがですか？ 

セクション３ 

重要な 
判断・選択 

ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

右 



○経験がなくても応
募できる。 

付箋紙への記録の仕方 

○担当者の質問に、
今、この場で答える
ことができない。 

○求人事業所の担当
者に問い合わせる。 

宇 



烏 

○女性の求職者
の方が求人票を
持って来た。それ
を出して、「応募
したいんです
が・・・」。 

○前職はスチュ
ワーデス。 
○年齢は20代半
ば。 

○秘書の求人。
条件は経験者。 
 

○彼女は秘書の
経験なし。 
○秘書の経験が
足りないので、応
募できないと話
す。 
 

○ＣＬ：「今、住ん
でいるところから
移動したくない」。 

○ＣＬ：「転職で、
前職と同じホテ
ルのコンシェル
ジェの仕事をや
ることは難しい」。 

○ＣＣ：求職者に、
応募の動機を尋
ねる。 

○ＣＬ：「将来的
に長く働ける職
場で働きたい」。 

○相談でのやりとり  
 （事実） 

○その時の気持ち  
 （主観） 

○（重要な判断・  
 選択の）きっか 
 けとなった情報 

○「いま、ここ」 
 での判断・選択 

図の見方 

○相談の節目 

ＣＬ：女性の求職
者の方が求人票
を持って来た。そ
れを出して、「応
募したいんです
が・・・」。 

ＣＬ：職員に求職
申込書を渡す。
前職は、「大手ホ
テルのコンシェル
ジェ」、年齢は
「20代後半」と記
入。 

ＣＬ：職員に求人
票を見せる。職
種が「秘書」、応
募の条件が「経
験者」と記載。 
 

ＣＬ：「秘書の経
験がないので、
応募できない」。 
 

○ＣＬ：「秘書の
仕事に興味があ
る」。 

○担当者が、「書
類を送ってくださ
い」と話す。 

○ＣＣ：求人事業
所の担当者に問
い合わせる。 

○ＣＣ：担当者に
彼女を売り込む。
「華やかな雰囲
気」、「職場が明
るくなる」。 

○ＣＣ：担当者に
お願いする。「だ
めもとでいいから、
応募だけでもし
たい」、「書類を
見てもらうだけで
もいい」。 

○ＣＣ：「本人か
ら、そのことは聞
いていない」と答
える。 

○担当者が、な
ぜコンシェルジェ
の仕事を３年で
辞めたのか、聞
いてくる。 

○相談の効果 

○重要な判断・ 
 選択  

○付箋紙に書かれた  
 内容の間の関係 

ＣＣ 

ＣＬ 

○職員の言動 

○求職者の言動 

○ＣＬ：「人と接す
る仕事が好き」。 

○ＣＬ：「単純作
業をやりたくな
い」。 

出所）この事例は、様々な実際の相談事例を組み合わせて作成された仮想の事例である。 

○経験がなくても
応募できるだろう。 
 

○求人事業所の
担当者に問い合
わせよう。 

○担当者の質問
に、今、この場で
答えることができ
ない。 

ステップ６ 
 重要な判断・選択を 
 見つける 



ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

セクション３ 

重要な 
判断・選択 

□聞き手は、話し手と協力して、「その時の気持ち」
のうち、“相談の効果”に影響を及ぼしたと思われ
る“重要な判断・選択”を、１～３つぐらい見つけ
ます。 

□聞き手の役割以外の人が、聞き手をサポートするた
め、話し手に質問をしてもOKです。 

□記録係は、該当する“重要な判断・選択”に、赤色
のサインペンを使い、丸を書き込みます。 

羽 



□話し手に、赤い丸をつけた“重要な判断・選択”ご
とに、思いつく限り、その「きっかけとなった情
報」を、話してもらいます。 

□記録係は、黒色のサインペンを使い、赤色の付箋紙
に、その「きっかけとなった情報」を記録します。
その際、できる限り、話し手の＜ことば＞を使うよ
うにしてください。「相談でのやりとり」で記録し
た内容と重なってもかまいません。 

□“重要な判断・選択”の近くに、「きっかけとなっ
た情報」を並べます。赤色のサインペンを使い、勘
コツマップに、“重要な判断・選択”と「きっかけ
となった情報」の関係を書き込んでもよいでしょう。 

ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

セクション３ 

重要な 
判断・選択 

迂 



 質問例 
・その判断や選択をする際、 
 手がかりとなった情報はありましたか？ 
 ⇒それは、どのような情報でしたか？ 
 
・そこで、あなたは～と感じたのですね。  
 ⇒そのきっかけとなったこと 
  （求職者の言動、過去の経験、法律や規則等）は   
  ありますか？ 
 ⇒それは、どのようなことですか？ 

ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

セクション３ 

重要な 
判断・選択 

雨 



○求職者の第一印象
がよかった。 
 
 

○求人のイメージ
と合った。 

○表情が明るく、声
がハキハキしていた。 

○求職者のやる気
が伝わってきた。 

○秘書とコンシェル
ジェとでは仕事の内
容が似ている。 

○経験がなくても
応募できるだろう。 
 

付箋紙への記録の仕方 

卯 



○経験がなくても
応募できるだろう。 
 

○表情が明るく、
声がハキハキし
ていた。 
 
 

○秘書とコンシェ
ルジェとでは仕
事の内容が似て
いる。 

○求人のイメー
ジと合った。 

○求人事業所の
担当者に問い合
わせよう。 

○女性の求職者
の方が求人票を
持って来た。それ
を出して、「応募
したいんです
が・・・」。 

○前職はスチュ
ワーデス。 
○年齢は20代半
ば。 

○秘書の求人。
条件は経験者。 
 

○彼女は秘書の
経験なし。 
○秘書の経験が
足りないので、応
募できないと話
す。 
 

○ＣＬ：「今、住ん
でいるところから
移動したくない」。 

○ＣＬ：「転職で、
前職と同じホテ
ルのコンシェル
ジェの仕事をや
ることは難しい」。 

○ＣＣ：求職者に、
応募の動機を尋
ねる。 

○ＣＬ：「将来的
に長く働ける職
場で働きたい」。 

○求職者の第一
印象がよかった。 

○相談でのやりとり  
 （事実） 

○その時の気持ち  
 （主観） 

○（重要な判断・  
 選択の）きっか 
 けとなった情報 

○「いま、ここ」 
 での判断・選択 

図の見方 

○相談の節目 

ＣＬ：女性の求職
者の方が求人票
を持って来た。そ
れを出して、「応
募したいんです
が・・・」。 

ＣＬ：職員に求職
申込書を渡す。
前職は、「大手ホ
テルのコンシェル
ジェ」、年齢は
「20代後半」と記
入。 

ＣＬ：職員に求人
票を見せる。職
種が「秘書」、応
募の条件が「経
験者」と記載。 
 

ＣＬ：「秘書の経
験がないので、
応募できない」。 
 

○ＣＬ：「秘書の
仕事に興味があ
る」。 

○担当者が、「書
類を送ってくださ
い」と話す。 

○担当者の質問
に、今、この場で
答えることができ
ない。 

○求職者のプラ
イバシーに関わ
る話は、了承を
得てから求人事
業所の担当者に
話すというルー
ル。 

○その場で求職
者に尋ねて、マ
イナスになる話
が出てくるかもし
れない。 

○ＣＣ：求人事業
所の担当者に問
い合わせる。 

○ＣＣ：担当者に
彼女を売り込む。
「華やかな雰囲
気」、「職場が明
るくなる」。 

○ＣＣ：担当者に
お願いする。「だ
めもとでいいから、
応募だけでもし
たい」、「書類を
見てもらうだけで
もいい」。 

○ＣＣ：「本人か
ら、そのことは聞
いていない」と答
える。 

○担当者が、な
ぜコンシェルジェ
の仕事を３年で
辞めたのか、聞
いてくる。 

○求職者のやる
気が伝わってき
た。 

○相談の効果 

○重要な判断・ 
 選択  

○付箋紙に書かれた  
 内容の間の関係 

ＣＣ 

ＣＬ 

○職員の言動 

○求職者の言動 

○ＣＬ：「人と接す
る仕事が好き」。 

○ＣＬ：「単純作
業をやりたくな
い」。 

出所）この事例は、様々な実際の相談事例を組み合わせて作成された仮想の事例である。 

ステップ７ 
 きっかけとなった 
 情報を話してもらう 

鵜 



ステップ５：相談の効果を見つける 
ステップ６：重要な判断・選択を見つける 
ステップ７：重要な判断・選択の 
      きっかけとなった情報を話してもらう 

セクション３ 

重要な 
判断・選択 

□話し手に、赤い丸をつけた“重要な判断・選択”ご
とに、思いつく限り、その「きっかけとなった情
報」を、話してもらいます。 

□記録係は、黒色のサインペンを使い、赤色の付箋紙
に、その「きっかけとなった情報」を記録します。
その際、できる限り、話し手の＜ことば＞を使うよ
うにしてください。「相談でのやりとり」で記録し
た内容と重なってもかまいません。 

□“重要な判断・選択”の近くに、「きっかけとなっ
た情報」を並べます。赤色のサインペンを使い、勘
コツマップに、“重要な判断・選択”と「きっかけ
となった情報」の関係を書き込んでもよいでしょう。 

窺 



  

ステップ８：今だったら、どのような対応をしたいか、 
      話してもらう 

セクション４ 

「いま、ここ」での 
判断・選択 

＜こころ＞の働きを鍛えるには、「いま、ここ
（here and now）」での感覚で、実際に＜ここ 
ろ＞を働かせることが大切です。グループ全員で、
自分自身が、話し手の経験した相談事例と同様な相
談場面に直面したら、「今だったら、どのような対
応をしたいか」を話し合い、参加者１人１人が、
「『いま、ここ』での判断・選択」をします。 

丑 



□グループ全員で、自分自身の「『いま、ここ』での判
断・選択」を話し合います。 

□具体的には、次の３つです。①自分自身が、同様な「相
談でのやりとり」の場面に直面したら、今なら、どのよ
うな対応をしたいか。②①の対応の結果、「相談でのや
りとり」は、どのように変わると思うか。③①の対応は、
どのような判断や選択によるものか。 

□②については、「～かもしれない」という＜ことば＞
を使って説明するようにします。 

□参加者１人１人が、黒色のサインペンを使い、緑色の
付箋紙に、「『いま、ここ』での判断・選択」を記録
します。 

□対応が変わる「相談でのやりとり」の下に、その
「『いま、ここ』での判断・選択」を並べます。 

ステップ８：今だったら、どのような対応をしたいか、 
      話してもらう 

セクション４ 

「いま、ここ」での 
判断・選択 

碓 



 質問例  
・あなたが、同様な相談の場面に直面したら、 
 今だったら、どのような対応をしたいですか？ 
 ⇒そのような対応をしたら、 
  この相談は、どのように変わると思いますか？ 
  「～かもしれない」という言葉を使って、 
  説明してください。 
 ⇒その対応は、どのような状況の判断や選択による 
  ものですか？ 
 ⇒その判断や選択のきっかけとなった情報は 
  何ですか？ 

ステップ８：今だったら、どのような対応をしたいか、 
      話してもらう 

セクション４ 

「いま、ここ」での 
判断・選択 

臼 



○求職者に、前職の
経験を話してもらう。
→秘書の求人への応
募に自信が持てるか
もしれない。 

○求職者に、「将来
的に長く働ける職
場」のイメージを話
してもらう。→秘書
の仕事を希望する理
由が、もっと明らか
になるかもしれない。 

○職員が、「秘書以
外で、興味がある職
種はありますか？」
と尋ねる。→他の職
種への応募の可能性
が広がるかもしれな
い。 

付箋紙への記録の例 

渦 



○経験がなくても
応募できるだろう。 
 

○表情が明るく、
声がハキハキし
ていた。 
 
 

○秘書とコンシェ
ルジェとでは仕
事の内容が似て
いる。 

○求人のイメー
ジと合った。 

○求人事業所の
担当者に問い合
わせよう。 

○女性の求職者
の方が求人票を
持って来た。それ
を出して、「応募
したいんです
が・・・」。 

○前職はスチュ
ワーデス。 
○年齢は20代半
ば。 

○秘書の求人。
条件は経験者。 
 

○彼女は秘書の
経験なし。 
○秘書の経験が
足りないので、応
募できないと話
す。 
 

○ＣＬ：「今、住ん
でいるところから
移動したくない」。 

○ＣＬ：「転職で、
前職と同じホテ
ルのコンシェル
ジェの仕事をや
ることは難しい」。 

○ＣＣ：求職者に、
応募の動機を尋
ねる。 

○ＣＬ：「将来的
に長く働ける職
場で働きたい」。 

○求職者の第一
印象がよかった。 

○求職者に、「将来
的に長く働ける職
場」のイメージを話
してもらう。→秘書

の仕事を希望する
理由が、もっと明ら
かになるかもしれ
ない。 

○相談でのやりとり  
 （事実） 

○その時の気持ち  
 （主観） 

○（重要な判断・  
 選択の）きっか 
 けとなった情報 

○「いま、ここ」 
 での判断・選択 

図の見方 

○相談の節目 

ＣＬ：女性の求職
者の方が求人票
を持って来た。そ
れを出して、「応
募したいんです
が・・・」。 

ＣＬ：職員に求職
申込書を渡す。
前職は、「大手ホ
テルのコンシェル
ジェ」、年齢は
「20代後半」と記
入。 

ＣＬ：職員に求人
票を見せる。職
種が「秘書」、応
募の条件が「経
験者」と記載。 
 

ＣＬ：「秘書の経
験がないので、
応募できない」。 
 

○ＣＬ：「秘書の
仕事に興味があ
る」。 

○担当者が、「書
類を送ってくださ
い」と話す。 

○担当者の質問
に、今、この場で
答えることができ
ない。 

○求職者のプラ
イバシーに関わ
る話は、了承を
得てから求人事
業所の担当者に
話すというルー
ル。 

○その場で求職
者に尋ねて、マ
イナスになる話
が出てくるかもし
れない。 

○ＣＣ：求人事業
所の担当者に問
い合わせる。 

○ＣＣ：担当者に
彼女を売り込む。
「華やかな雰囲
気」、「職場が明
るくなる」。 

○ＣＣ：担当者に
お願いする。「だ
めもとでいいから、
応募だけでもし
たい」、「書類を
見てもらうだけで
もいい」。 

○ＣＣ：「本人か
ら、そのことは聞
いていない」と答
える。 

○担当者が、な
ぜコンシェルジェ
の仕事を３年で
辞めたのか、聞
いてくる。 

○求職者のやる
気が伝わってき
た。 

○相談の効果 

○重要な判断・ 
 選択  

○職員が、「秘書
以外で、興味があ
る職種はあります
か？」と尋ねる。→
他の職種への応募
の可能性が広がる
かもしれない。 

○求職者に、前
職の経験を話し
てもらう。→秘書

の求人への応募
に自信が持てる
かもしれない。 

○付箋紙に書かれた  
 内容の間の関係 

ＣＣ 

ＣＬ 

○職員の言動 

○求職者の言動 

○ＣＬ：「人と接す
る仕事が好き」。 

○ＣＬ：「単純作
業をやりたくな
い」。 

出所）この事例は、様々な実際の相談事例を組み合わせて作成された仮想の事例である。 

ステップ8 
 今だったら、 
 どのような対応をしたいか、  
 話してもらう 

嘘 



ステップ８：今だったら、どのような対応をしたいか、 
      話してもらう 

セクション４ 

「いま、ここ」での 
判断・選択 

□グループ全員で、自分自身の「『いま、ここ』での判
断・選択」を話し合います。 

□具体的には、次の３つです。①自分自身が、同様な「相
談でのやりとり」の場面に直面したら、今なら、どのよ
うな対応をしたいか。②①の対応の結果、「相談でのや
りとり」は、どのように変わると思うか。③①の対応は、
どのような判断や選択によるものか。 

□②については、「～かもしれない」という＜ことば＞
を使って説明するようにします。 

□参加者１人１人が、黒色のサインペンを使い、緑色の
付箋紙に、「『いま、ここ』での判断・選択」を記録
します。 

□対応が変わる「相談でのやりとり」の下に、その
「『いま、ここ』での判断・選択」を並べます。 

唄 



５．勘コツの分かち合い 

欝 



６．実践を考える 

蔚 



   勘コツワークショップを体験して、職場
に戻ってから活かしたいことを発表し合い
ましょう！ 
 

６．実践を考える 

（１）実践を考える 

鰻 



  
 

①職業相談の勘コツを意識できるようになるには、 
 どうしたらよいか？ 
 
②職場で職業相談の勘コツを分かち合うには、       
 どうしたらよいか？ 
 
③重要な職業相談の勘コツを見つけるには、   
 どうしたらよいか？ 

（２）まとめ 

５．実践を考える 

姥 



みんなで、その勘とコツを
分かち合いましょう。 

職場で、職業相談
の勘とコツを分か
ち合い、職場の相
談力を向上させま
しょう！ 

いろんな勘やコツ
を働かせて、相談
をしていたんだ。 

厩 
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